
村
井
信
幸
先
生
略
年
譜

10

生
没
年
月
日
　
一
九
五
二
年
六
月
二
日
～
二
〇
一
九
年
1
二
月
一
〇
日

学
歴1九
七
1
年
三
月

1
九

七
1
年
四
月

一
九
七

五
年
三
月

一
九
七

八
年
三
月

一
九

八
三
年
三
月

暁
星
高
等
学
校
卒
業

上
智
大
学
文
学
部
史
学
科
入
学

上
智
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

上
智
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
－
〉
〈
u
t
修
士
）
　
r
N
a
－
k
h
i
族
の
文
化
史
的
研
究
」

上
智
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学

職
歴

一
九
七

八
年
四
月

一
九
七
九
年
四
月

一
九
八
四

年
四
月

一
九

八
四

年
四
月

一
九

八
六
年
四
月

一
九

八
九
年
四
月

国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究
員
（
一
九
八
五
年
三
月
ま
で
）

東
京
高
等
学
校
専
任
講
師
（
一
九
八
O
年
三
月
ま
で
）

千
葉
県
船
橋
市
緊
急
民
俗
調
査
団
u
t
　
（
1
九
九
⊥
ハ
年
三
月
ま
で
）

民
族
学
振
興
会
研
究
部
研
究
員
（
一
九
八
八
年
三
月
ま
で
）

亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
嘱
託
研
究
員
（
一
九
九
四
年
三
月
ま
で
）

国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
協
力
者



一
九
九
四

年
四
月

一
九
九
四

年
四
月

一
九
九
六
年
四
月

一
九
九
九
年
四
月

二

〇
〇
七
年
四
月

11
0
1
八
年
四
月

大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
養
課
程
専
任
講
師
（
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
）

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
兼
担
研
究
員

大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
専
任
講
師
（
［
九
九
九
年
三
月
ま
で
）

大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
助
教
授
（
1
1
0
0
七
年
三
月
ま
で
）

大
東
文
化
大
学
文
学
部
中
国
学
科
（
1
1
0
1
七
年
四
月
よ
り
中
国
文
学
科
に
名
称
変
更
）

大
東
文
化
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
准
教
授

准
教
授

村
井
信
幸
先
生
御
業
績

単
著
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

「納
西
（
ナ
シ
）
族
に
関
す
る
記
録
ー
木
氏
の
系
譜
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
会
報
』
三
六
号
、
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
、

r納
西
族
の
種
族
史
的
研
究
－
土
司
の
系
譜
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
東
南
ア
ジ
ア
ー
歴
史
と
文
化
』
一
二
号
、
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
、

「
君
島
久
子
訳
『
中
国
の
神
話
－
天
地
を
分
け
た
巨
人
』
」
（
『
民
博
通
信
』
二
⊥
ハ
号
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
一
九
八
四
年
）

一
九

八
二
年
）

一
九

八
三
年
）
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F西
南
中
国
少
数
民
族
の
創
世
神
話
ー
ナ
シ
族
の
〈
人
類
遷
徒
記
〉
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
君
島
久
子
編
『
日
本
民
間
伝
承
の
源
流
－
日
本
基
層
文
化
の
探
究
』
小
学
館
、
一
九
八
九
年
）

rナ
シ
族
研
究
ノ
ー
ト
ー
』
°
F
°
R
o
c
k
氏
の
研
究
業
績
を
中
心
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
東
南
ア
ジ
ア
ー
歴
史
と
文
化
』
一
九
九
o
年
l
九
号
、
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
、
一
九
九
〇
年
）

「
麗
江
納
西
族
の
社
会
文
化
研
究
」
（
『
中
国
研
究
月
報
』
五
O
九
号
、
一
般
社
団
法
人
中
国
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
）

「
麗
江
納
西
族
の
社
会
文
化
研
究
」
（
『
中
国
研
究
月
報
』
五
〇
九
号
、
中
国
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
）

r〈研
究
ノ
ー
ト
〉
納
西
族
の
種
族
形
式
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
紀
尾
井
史
学
』
1
0
号
、
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
、
1
九
九
1
年
）

「納
西
族
の
種
族
形
成
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
紀
尾
井
史
学
』
一
0
号
、
上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
、
l
九
九
1
年
）

F
ナ
シ
族
の
東
巴
経
典
研
究
」
（
『
湘
南
短
期
大
学
紀
要
』
1
1
1
－
1
号
、
神
奈
川
歯
科
大
学
短
期
大
学
部
、
一
九
九
二
年
）

「
永
寧
ナ
シ
族
（
摩
稜
人
）
の
葬
送
儀
礼
」
（
『
湘
南
短
期
大
学
紀
要
』
四
号
、
神
奈
川
歯
科
大
学
短
期
大
学
部
、
一
九
九
三
年
）

「永
寧
土
司
の
政
治
支
配
組
織
」
三
東
洋
研
究
』
　
一
＝
二
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）

「
ナ
シ
族
の
葬
送
儀
礼
と
他
界
観
」
（
梶
村
昇
編
『
ア
ジ
ア
人
の
み
た
霊
魂
の
行
方
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）

F永
寧
土
司
支
配
領
域
に
お
け
る
社
会
制
度
」
（
『
東
洋
研
究
』
＝
八
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）

「
西
南
中
国
の
ナ
シ
族
の
神
話
に
現
れ
る
竜
」
（
『
東
洋
研
究
』
一
二
三
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）

「
ナ

シ
族
の
心
中
物
語
」

　

（
『東
ア
ジ
ア
文
化
と
日
本
文
化
－
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
恋
愛
と
死
を
め
ぐ
っ
て
』
大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）

「
ナ
シ
族
の
神
話
、
伝
承
に
現
れ
る
鶏
の
役
割
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
研
究
』
一
二
八
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）

「摩
稜
人
（
永
寧
納
西
族
）
の
山
神
崇
拝
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
研
究
』
＝
二
四
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）

「摩
稜
人
（
永
寧
納
西
族
）
の
祖
先
祭
祀
」
（
『
東
洋
研
究
』
　
一
三
九
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）
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「摩
稜
人
（
永
寧
納
西
族
）
の
成
年
式
」
（
『
東
洋
研
究
』
一
四
二
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）

「r納
西
人

と
楊
氏
一
族
」
に
つ
い
て
」
（
『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
四
二
号
、
大
東
文
化
大
学
漢
學
會
、
二
〇
〇
三
年
）

r清
代
改
土
帰
流
時
の
納
西
族
の
社
会
変
化
」
（
『
東
洋
研
究
』
一
六
六
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）

r歴
史
教
育
の
方
法
に
関
す
る
一
考
察
－
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
」
（
『
教
職
課
程
セ
ン
タ
i
紀
要
』
一
号
、
二
〇
一
六
年
）

「
ナ
シ
（
納
西
）
族
の
東
巴
教
開
祖
に
関
す
る
神
話
の
一
考
察
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
五
六
号
、
大
東
文
化
大
学
漢
學
會
、
二
〇
一
七
年
）

Fナ
シ
族
の
神
話
中
の
神
山
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
五
七
号
、
大
東
文
化
大
学
漢
學
會
’
1
　
I
O
　
1
八
年
）

rナ
シ
族
の
神
話
に
現
れ
る
神
々
、
精
霊
の
役
割
」
（
『
大
束
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
五
八
号
、
大
東
文
化
大
学
漢
學
會
、
二
〇
一
九
年
）

13


